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１ はじめに  

  今年度から平成 30 年度告示の高等学校学習指導要領が実施され、情報科においても、  

新科目「情報Ⅰ」が設けられ、今年度多くの高校１年生が履修している。「情報Ⅰ」を指 

導するにあたり、本校で不安に感じていたのが「プログラミング」や共通テストへの対

応、そして「主体的な学習に取り組む態度」の評価をどのように行うかについてであっ

た。この不安を解消すべく、EdTech 導入補助金で Life is Tech! Lesson を導入し、教科

書の内容と共に「主体的に学習に取り組む態度」の評価に活用した実践を報告させてい

ただく。なお、本校では「情報Ⅰ」の授業を４年次（高校１年生）に行い、教科書は東

京書籍「情報Ⅰ  Step Forward!」を使用している。  

 

２ 概要  

 (1) 知的財産についての問題を考える。  

   知的財産の内容について１時間の講義を行った後、Life is Tech! Lesson 内にあっ

たワークシートを用いて、知的財産に関する調べ学習を行った。ワークシートには知

的財産に関する問題が①にあるように４問掲載されている。この調べ学習を１時間で

完結させるため、４人組で１つの班を作り、協力してプリントを完結させることにし

た。まず 10 分間で班員がどの問題について調査するかを決め、各人割り当てられた

１問について一人１台タブレット端末を用いて調査した。その後 15 分間各人が調べ

たことを班で共有するとともに、他者が疑問に感じたことについて追加で調査するな

どして、それを持ち寄って班としての解答とさせた。班で意見がまとまらない問題に

ついては、各個人の解答でも可とした。次の５分で各個人がロイロノートのアンケー

トにセーフ、アウトのみ入力した。残り 10 分で解答、５分で感想等記入して終了し

た。  
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   今回の「主体的に学習に取り組む態度」の評価については、  

A 他者の調査に関して自分の考察を加えることができたとともに、今後の生活に生か  

 そうとしている。  

B 他者の調査に関して自分の考察を加えることができた。  

C 他者の調査に関して自分の考察を加えることができていない。  

という内容で行った。  

 

(2) 情報デザインの実習  

  (1)の知的財産の授業の流れと同じように、まず１時間情報デザインについての講 

義を行った。その中で、抽象化、可視化、構造化を行う方法を学習した。その内容を

生かすため２時間を配当し実習を行った。実習の内容は教科書にあるものを利用した

が生徒にはそれは伝えないようにした（見本が出ているため）。１時間目最初の 10 分

で今回の目標や②の配布を行い、その後 20 分使い各人が掲示物の作成を行った。さ

らに残り 20 分で４～5 人ずつの班を作り、各人で作成した掲示物で工夫した点を持

ち寄り、各班で一つの作品を制作した（③はその一部）。2 時間目はその作品の発表を

行った。班の制作物を全員に見てもらいながら、各班が工夫した点を発表した。その

後、評価シート④を用い、他の班の相互評価（５段階、および工夫が感じられたとこ

ろを記載）を行った後、自分たちの班については、自己評価（5 段階および改善点等

を記載）をさせた。  
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               共同制作の様子  
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今回の「主体的に学習に取り組む態度」の評価については、  

  A 作品に関して、他の班の工夫に気づき、自分たちの班の作品に反映させようとして    

いる。  

  B 作品に関して、他の班の工夫に気づくことができた。  

  C 作品に関して、他の班の工夫に気づくことができていない。  

という内容で行った。  

 

(3) プログラミング実習  

  本校では、自教室で各個人のタブレット端末を用いて Life is Tech! Lesson に組み  

込まれてある Python で、実習を行った。実習がどこまで進んでいるかを確認するこ

とができる⑤とともに、実習後のチェックワーク⑥で実習の理解度⑦を見ることがで

きた。欠点としては入力が少しでも違うとその先に進めない（表示はできているのに、

文字列が全角、半角違い、スペースの数が違うなど）状況があり、通信エラーなのか

入力ミスなのか判別するのが困難であった。  
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今回の「主体的に学習に取り組む態度」の評価については、  

  A チェックワーク 100 点取れるまで取り組んでいる。  

  B チェックワーク 100 点には満たないが複数回取り組んでいる。  

  C チェックワーク 100 点に満たず、１回しか取り組んでいない。  

という内容で行った。  

 

３ まとめ  

  普段の授業の様子からも「主体的に学習に取り組む態度」を評価しようとしているが、 

授業をしながらの評価は、難しいと感じている。「社会と情報」と比較し、指導内容も多   

くなり、じっくり実習をして観察することができなくなった。「情報Ⅰ」において、効果  

的な方法を今後も模索しながら、授業展開を行っていきたい。  

 
 


